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高野泰志
第5回　コブレ編

3年半ぶりの旅行記になります。ずいぶんご無沙汰しており
ます。
今回はキューバに行ってきたので，そのときのご報告を。ヘミ

ングウェイ研究者にとってはある程度なじみがあるとはいえ，社
会主義の国でそれほど海外旅行先としてメジャーではない場所で
す。行く前はいったいどんなところかと不安と期待に満ちあふれ
ていたのですが，いざ行ってみると，いろいろな意味で期待を裏
切られました。まずは今回はヘミングウェイ直接のゆかりの地で
はありませんが，『老人と海』で言及され，後にノーベル賞のメダ
ルが寄付されたコブレの教会について報告いたします。

1. サンチアーゴ・デ・クーバ
今回の旅行は，カナダのトロント経由でハバナのホセ・マルティ

国際空港に到着し，まずはハバナ新市街で1泊した後にキューバ
第2の都市サンチアーゴ・デ・クーバに飛びました。当初はキュー
バなど小さな国だから，ハバナからすぐにどこにでも行けるのだ
ろうと考えていましたが，サンチアーゴまでは飛行機か，あるい
はバスで14時間かけて行くしかないとのこと。ちょっと驚きま
した。
今回は旅行日程のアレンジや通訳など，Brisa Cubanaの瀬戸く

みこさんという方に大変お世話になりました。キューバ航空のチ
ケットなどの手配もすでに終えていただいていたので，その辺の
手続きは何もしないでよかったので大変楽でした。瀬戸さんにそ
のとき言われたのが，ハバナはそれほど治安が悪くないけれど，
サンチアーゴはあまり柄のいい土地ではないので気をつけるよう
に，とのことでした。そしてよりによってサンチアーゴでは（貧
乏旅行だったせいで），まったくのひとり旅です。着いて1日で
キューバの事情もほとんど分からない状態で，そんなことを言わ
れてちょっと不安になってきます。
朝7時のキューバ航空でサンチアーゴまで向かいましたが，乗っ

てみて驚いたのが飛行機の中がまるでバスみたいな座席で，細い
パイプでできていてめちゃくちゃ頼りないこと。なんと折りたた
み収納可！ 温度の調節がうまくできないのか，地上は熱帯です
が，上空はほとんど氷点下のような寒さ。あらかじめ寒くなるこ
とを聞いていたので羽織る服を鞄に入れていましたが，周囲にい
る人たちは薄いシャツ一枚だけ，というような人たちばかりで，
みながたがた震えていました。
アントニオ・マセオ空港には8時30分頃到着し，出口のゲートを

くぐると外はものすごい人だかりです。ほとんどがタクシーの運
転手で，旅行客が出てくるとすさまじいスピードのスペイン語で
話しかけてきます。私はスペイン語はさっぱりなのですが，とり
あえず帰りの便のリコンファームを先に済ませるべく，運転手た
ちを振り切って出発カウンターに向かいました。その後，ホテル
まではタクシーを使わなければいけないのですが，あの人だかり
に入っていくのはずいぶん気がひけます。とりあえず椅子に座っ
て落ち着こうとのんびりしていたのですが，ふと気づくと大柄な
黒人の人が話しかけてきます。やはりタクシーの運転手らしいの

ですが，自分のタクシーに乗れと行っているようです。ホテルの
名前を言うと20CUC （CUCとは外国人旅行者専用の通貨で兌換
ペソのこと。ドルと全く同じ価値です。ドルの流通が禁止されて
から代わりに使われるようになりました）だというのですが，高
いのか安いのか，キューバのタクシーに乗ったこともなければホ
テルまでの距離も分からないので見当もつきません。出口近くの
人だかりにもまれるのも面倒なのでこの人に頼むことにしまし
た。スーツケースを持ってくれて，駐車場に向かいました。
ところがタクシーがたくさん集まっているところをどんどん
通り過ぎてさらに奥の方へと歩いていきます。妙だなと思った
ら，古くてぼろぼろの黒い車にいきなりスーツケースを放り込
み，助手席に乗れと行ってきます。どう見てもタクシーではあり
ません。
まあ，まずいなとは思ったんですけどね……。
スーツケースを車に積まれてしまいましたし，それを持って逃
げられても困りますので，まあいいかと思ってそのままその車に
乗り込みました。車は急発進し，ものすごいスピードでいきなり
山の中に入っていきます。どこをどう走ったのかさっぱり分かり
ません。テレビでしか見たことのないようなラテンアメリカの未
開の集落みたいなところをたくさん通過していきます。ぼろぼろ
の小屋の周りに上半身裸の黒人たちがじっとこちらの車をにらん
でいるような雰囲気。小屋の中で麻薬でも作ってそうな感じです
（実際にはキューバにはほとんど麻薬は出回っていません。念の
ため）。
さすがにこれはやばいと身の危険を感じ始めてきました。運転
手の男はこちらを安心させようとするかのようにしきりに片言
の英語で話しかけてきますが，その英単語自体がスペイン語なま
りでほとんど何を言っているのか分かりません。ジェスチャー混
じりで（猛スピードで運転中に危ないこときわまりない）どうも
WBCの野球の試合で日本がキューバに勝ったことを言っている
らしいのです。“baseball”という言葉がやっと通じてものすごく
うれしそうにしています。

fig.1サンチアーゴ・デ・クーバの中心地にある教会
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どれくらい道なき道を走ったでしょうか。無事に解放してもら
えるのだろうかと不安になっていた頃，急に普通の町に入り，や
けに細い道を走り始めました。キューバには信号が少ないので，
よく通行人を轢かないものだと感心するようなスピードとテク
ニックで人並みを縫って走っていきます。時々信号待ちなどして
車が止まっている間，今のうちに飛び出して逃げた方がいいのだ
ろうか，とかいろいろ考えたのですが，面倒なのでそのまま乗り
続けました。
やがて急に道の真ん中で車をストップさせ，道の向こう側を指

さします。私の泊まるホテルの看板が見えるか，と聞いているよ
うです。例によってほとんど何を言っているのか分からないので
すが，要するにここで降りて後は歩け，ということのようです。
もぐりのタクシーなので，ホテルの前まで行ってしまうと捕まる
のでしょうね。とにかく無事に降りられそうなのでお金を払って
その場で降り，石畳の道をがらがらとスーツケースを引きずりな
がらやっとホテルに到着しました。
さすがに私も不安でしたので，ホテルに着いたときにはずいぶ

ん疲れた気がしました。今後キューバに行かれる方はもぐりの
タクシーにご注意を。キューバのタクシーはすべて車体にCUBA
TAXIと書かれてあるので，それ以外の車には乗らないことです。
ちなみに帰りは正規のタクシーで帰りましたが，金額は6CUCで
した。まあ私の場合，2000円弱でいい話のネタができたと喜んで
いたのですが，万が一危険な目に遭わないとも限りませんので。

2. サンチアーゴの人たち
サンチアーゴからは翌日の夜10時半の飛行機で立ち去る予定

で，ほぼ丸2日間の滞在予定でした。その間に1日使ってコブレま
で行く予定でした。初日の間にコブレに行っておきたかったので
すが，コブレには英語ガイド付きのタクシーツアーを頼まなけれ
ばいけません。ただ行くだけなら普通のタクシーでもいいので
しょうけど，教会のことや『老人と海』で言及されるマリア像の
ことなど，いろいろ聞きたいこともありましたので。現地の旅行
案内所に行って頼もうと思ったのですが，着いた日が日曜日で閉
まっていました。日曜日に閉まる旅行案内所って！

fig.2サンチアーゴ・デ・クーバの町並み1

仕方がないので初日はサンチアーゴの町をいろいろ散策しまし
た。スペイン植民地時代の豪華な建物が今でもそのまま使われて
いて、まるでヨーロッパのような雰囲気なのですが、どこも修復
にお金をかけられないのでしょうけれど、今にも崩壊しそうな状
況です。町中には革命の始まったモンカダ兵営（壁には当時の戦

闘で撃ち込まれた銃弾がそのまま残っています）や16世紀初頭に
この町を作ったディエゴ・デ・ベラスケスの屋敷など，たくさん
見て回るところがあって楽しかったのですが，ヘミングウェイと
は関係ないので今回は割愛します。とりあえず行かれるかたは，
サンチアーゴではハバナよりさらに3～5度気温の高いところであ
ること，日中の一番暑い時間帯は熱帯気候に慣れていなければ出
歩かない方がいいこと，そしてサングラスは必需品であることを
覚えておかれた方がいいでしょう。朝の間しばらく歩いただけで
体がだるくなってきて，自分で思っているより体が疲れているの
に驚きました。

fig.3サンチアーゴ・デ・クーバの町並み2

あともう一点気をつけるべきなのは，サンチアーゴではやたら
と人が話しかけてきます。片言のスペイン語ふう英語なので分か
りづらいのですが，聞いているとみな判でついたように同じ話で，
私の泊まっているホテルの従業員であり，今は仕事のシフトが終
わったばかり，ラム酒を買うのにいい店を知っている，食事をす
るには安い店がある，自分の知り合いの店なので安くできるのだ，
というところ。時間がたっぷりあったので，最初のうちの何人か
はどんな話になるのかとりあえず聞いてみたのですが，みんな同
じ話なので飽きてしまって，4人目あたりから相手にしなくなり
ました。多少工夫のあるおもしろい話ならちょっとくらいだまさ
れてみてもいいかと思ったのですが。
ただ決して悪い人ばかりではないのです。たとえば着いて間も
ない頃，公園を歩いていて驚いたのですが，向こうから歩いてく
るちっちゃなよぼよぼのおばあさんが突然私の顔を見るなり「ハ
ポネ（日本人）！」と叫んで親指を立てたガッツポーズ（？）を
してきます。何のことやら分からないのでとりあえず私も同じ
ポーズを返しておいたのですが，あとから聞いた話，キューバ人
はキューバ人であることをとても誇りに思っているので，外国人
を見ると相手の国名を言うことで敬意を表する習慣があるのだそ
うです（独特のポーズはキューバ人の挨拶の仕方）。昨今，日本の
「愛国心」というやつは，ともすればよその国に対して敵意を示す
ことと同義になってしまう傾向がありますが，キューバの人のよ
うな自国に対する誇りの持ち方，すばらしいと思いませんか？ 外
国人に対して敬意を表すことで愛国心を示しているのですから。

3. コブレへ
翌日，やっと開いた観光案内でガイド付きタクシーツアーを
頼みます。値段は半日で60CUC。ちょっと割高な気もしますが，
キューバはすべて国営なので，値切ることもできませんし，同業
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他社に出向くということもできません。
運転手以外にエンジェルと名乗るちょっと渋い感じのおじさん

がガイドとしてついてくれました。比較的分かりやすい英語でし
たが，こちらの言うことはあまり分からないらしく，話しかける
とちょっといやがります。コブレはけっこう遠くにあるのです
が，空港からのもぐりタクシーと違って今度は安心して景色を楽
しめます。カストロとゲバラが革命戦争をしたシエラ・マエスト
ロの山並みを眺めながら，クーラーの効くきれいな新しい車で快
適なドライブを楽しみました。

1時間くらい過ぎた頃でしょうか，やがて遠くの方に教会が見
え始めます。それこそキューバの漁師たちにこよなく愛されてい
るマリア像のある教会なのです。
教会に近づくにつれて，徐々に教会にお参りする人たちの数が

増えていきます。あちこちにお供え物（？）を売っている売店が
あり，これまでののどかな風景とは一変して活気にあふれていま
す。いよいよ教会の中へ，というところで紙面が尽きたので，以
下次号といたします。肝腎の「ゆかり」の部分がほとんどなくて

すいません。今後，コブレの続編に続いてフィンカ・ビヒア，ハ
バナ旧市街，コヒマルなどの様子をお伝えしたいと思います。お
つきあいいただければ幸いです。

fig.4遠くにコブレの教会が
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（2009年11月6日現在）� �
◇◇◇会員のみなさまへ◇◇◇

2009年度は2年に一度の会員名簿をご送付する年に当たり，今回のニューズレターには最新の会員名簿を同封させて頂いておりま
す。お名前・ご連絡先・ご所属に誤り，もしくはご変更がございましたら，大変お手数ですが速やかに事務局（担当：熊谷順子）ま
でお知らせくださいますようお願い申し上げます。事務局連絡先は〒192–0393東京都八王子市東中野742–1中央大学 2号館 12階
研究室受付Fax［日本ヘミングウェイ協会宛］：0426–74–3651, e-mail: hemingwayjapan@yahoo.co.jpです。

◇◇◇e-mail address登録のお願い◇◇◇
事務局では急を要するときに迅速かつ正確に情報を伝達すべく，皆さまのメール・アドレスを収集しております。まだ未提出の方
は，＜hemingwayjapan@yahoo.co.jp＞まで至急お知らせ下さい。� �

＜新入会員＞
加賀麻衣子

東京女子大学・院
〒346–0013　埼玉県久喜市青葉5–19–9

佐藤雅子
明治大学・非
〒161–0032　東京都新宿区中落合1–2–26
メイゾン落合405号室

＜所属変更＞
白岩英樹

大阪芸術大学（院）　→　国際医療福祉大学（非）
鈴木和子

静岡大学（院）　→　一般会員へ
辻秀雄

関東学院大学（非）　→　首都大学東京大学教育センター
深谷素子

成蹊大学　→　慶應義塾大学
吉村隆

（株）電通テック　→　（株）OLD SEA

李春喜
関西大学外国語教育研究機構　→　関西大学外国語学部

渡辺克昭
大阪外国語大学　→　大阪大学

＜住所変更＞
田村恵理

〒112–0011　文京区千石2–21–3–501
塚野浩資

〒107–0062　港区南青山7–4–2　アトリウム青山B1F
株式会社ビービー

長谷川裕一
〒158–0085　世田谷区玉川田園調布2–15–15–102

早川陽子
〒501–3916　岐阜県関市豊岡町4–1–7
ア・ドリームNEO 105号室

森慎一郎
〒603–8179　京都市北区紫竹上梅ノ木町23

＜退会者＞
淺川友幸
小山敏夫
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